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ベトナム国別研修 「下水道経営」コース



１．研修コースの紹介

4)参加研修員： 10名 （ベトナム国）
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1)コースリーダー / 緒方 信一

2)研修コース 名
・和文： 第３回ベトナム国別研修 「下水道経営」

・英文： Sewerage Administration Vietnam

3)技術研修期間： 2016/10/4 ～ 2016/10/18



Copyright©2011 http://www.digipot.net All rights reserved. 

【参加研修員の国名と位置】

Welcome to JICA and KITA

ベトナムから派遣された１０名の研修員の皆さんが、北九州市（ＪＩＣＡ九州）に
集まり、「下水道経営」に関する技術研修に参加しました。
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http://www.digipot.net/


案件
目標

研修参加者が下水道事業における行政的計画管理機能の知識を
体得してアクションプランを作成できるようになる。

単元目標③
・下水道経営（事業計画の策定、財政計画立案、料金等の、徴集
事務）について説明できる。

単元目標④
・下水道事業における市民参画手法、官民連携方策や円借款事業
といった内容について習得する。

単元目標⑤
・本研修で得た知識及び研修での討議を踏まえ、管轄地域の下水
道事業の経営改善に向けたアクションプランを策定・提案する。
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２. 研修目標

日本での研修

単元目標②
・下水道事業に関連する施設概要及び維持管理手法について
説明できる。

単元目標①
・下水道事業について日本の都市（北九州市）を事例として概要を
説明できる。



３. 案件目標の達成度

案件目標
・研修参加者が下水道事業における行政的計画管理機能の知識を体得して
アクションプランを作成できるようになる。

1) JICA Questionnaire 集計結果

2) Action Plan チェックｼｰﾄ評価結果

達成度

１名を除き、「十分達成できた（４名）」 「達成できた（５名）」の評価であった。 中央政府の
役割等についてもっと知りたかったとして「やや達成していない」と１名の研修員が評価して
いた。本件に関しては、母国と政治体系が異なる日本の国と地方の関係を真に理解してもらう
には、さらに別の枠組みが必要と思われる。

アクションプラン発表は、研修員が協議し、テーマにより４グループに分かれて実施した。
①日本の下水道法体系を勉強しての提言（２名共作）
②都市下水道計画づくり～新たな下水道マスタープランづくりの提案（３名共作）
③地方における下水道施設の管理（データベース化）と、市民意識の向上を目指して（２名共作）
④下水道事業に関する広報活動（３名共作）

評価結果は、平均３．８点（５点評価）で、各自がそれぞれ自分の都市の実情に見合った内容の
ものをこの研修から持ち帰る事ができたと考える。
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達成

未達

アクションプラン発表時に次の観点から
評価者による５点満点での評価を行った。

ⅰ テーマ選定の妥当性
ⅱ 現状を踏まえた実現性
ⅲ 研修成果の活用についての着眼点
ⅳ 資料のわかりやすさ
ⅴ 発表の態度

評価結果は、全員が目標（３点以上）をクリアーした

各研修員のアクションプラン評価１ ２ 評価基準



４．研修案件に対する所見
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１）研修内容
・今回取り入れた「北九州の水環境」は、紫川の最下流部から源流部までを視察し、守るべき
きれいな河川水辺の姿や、市民が河川清掃に取り組む姿、様々な環境問題に取り組む市民
団体の様子を垣間見ることができ研修員から高評価を得た。

２）研修効果を高める工夫
・振り返り時間などを通し、研修員からの技術的な質問に対し、可能な限り即答することで信頼
関係をつくることができた。
・アクションプラン作成指導を２人態勢で行うことで議論を深めた。

３）次年度に向けた改善点
・研修員から要望のあった①小規模の都市視察、②下水道整備初期の取り組み視察については、
近隣中小都市の状況を模索したい。

４） 今後の課題
・下水道経営という視点から、システムの計画をどう描くか、それを実現するため財政構築をどう
考えるか、を中心に据えた研修コースの設計。
・下水道事業を進めることは上水道事業とリンクしていることから、途上国での喫緊の課題である
安全な飲み水の確保、水辺環境の改善による住民の健康で豊かな暮らしを実現させる重要性を
気付かせる工夫。
・下水道を経営していくためには、身の丈に合った規模の整備を考えることが必要。そのために
本市以外の中小規模都市での生活排水処理推進の考え方、実状を視察見学できる場所の模索。



５．アクション・プラン発表資料（抜粋）

①日本の下水道法体系を勉強しての提言
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②都市下水道計画づくり～新たな下水道マス
タープランづくりの提案

アクション・プラン発表資料（抜粋）
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③地方における下水道施設の管理（データ
ベース化）と、市民意識の向上を目指して

アクション・プラン発表資料（抜粋）
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④下水道事業に関する広報活動

アクション・プラン発表資料（抜粋）
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６. 研修思い出アルバム

page. 12

研修先訪問

ＪＩＣＡ九州で講義 研修先訪問

研修先訪問

http://www.kita.or.jp/activities/training_slide.html

